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論文審査要旨
 竹内峯の論文は,各種脈動変光星の脈動定数の決定と脈動論についての研究とからなっている。
 脈動定数は脈動星現象の全体的性質を決定するパヲメー4一で、その決定は星の大気構造,内部
 構造に関連する。論文の前半ではケフエウス型変光星について定数を決定し,従来の数値より全体
 として一層正確なものを与えるとともに,その決定法の理論的背景について検討と批判とを展開し
 ている。また星団型変光星あるいはこと座RR星は脈動定数に関して上記変光星と異なる性質をも
 つことを再確認した。次にケフエウス座ベータ型変光星については現在入手できるすべての観測資
 料を整理し,内部構造論を仲介として,その定数をはじめて計算したもので,その数値が他種変光
 星に比べて明白に小さいことを確かめた。また,その理論的根拠として従来考えられた球対称脈動
 とは異なる非球対称変形運動の存在を推論している。
 脈動論の中心課題は一つの星の外層の運動の研究であるがノ竹内は非線型,非断熱振動の場合に
 星の外層表面の定義づけ,またその点における脈動の境界条件を大気理論による電離,吸収係数な
 どの変化を考慮することによって,かなり取り扱いやすい形で数式化した。同式は一つの埋論式と
 して将来の数値言十算による研究に赴いて有用であると考える。
 以上,竹内は天体物理学に赴ける難問題の一つに繰り返し検討と批判を加えることによってこの
 問題に有用な知見を加えたといえる。よって竹内峯提出の論文は,理学博士の学位論文として合格
 と認める。
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